


































































































































































































































































































































































































































































































































１）大間知篤三 1978『大間知篤三著作集 第四巻 伊豆諸島の民俗Ⅰ』、未来社、316 頁。
２）伊豆諸島の他でも、村の地先の海で漁船が遭難し漂流するケースは珍しくない。とりわけ、土佐の
海で遭難し鳥島に漂着した「ジョン万次郎」や、旧捕鯨の崩壊につながった和歌山県太地の鯨組の
大量遭難（1878 年 12 月）は有名である。大惨事となった後者のケースでは、太地の海に現れた子
持ちのセミ鯨を沖の方まで追いかけているうちに嵐に飲み込まれ、多くの鯨船がちりぢりになり、



















13）荒井秀直 1968「「さまよえるオランダ人」伝説考」『藝文研究』第 25 号、慶応義塾大学藝文学会。
14）荒井（前掲書：332 頁）。

























37）ゲオルグ・ジンメル 1908『社会学』下巻、白水社、1994 年、285 頁。
38）桜田（前掲書）。
39）浅野（前掲書）。鈴木正彦 1943「遠州地頭方採訪録」『民間伝承』第 9巻第 6･7 号。竹田亘 1951
「肥前樺島」『民間伝承』第 15 巻第 8号。
40）浅野（前掲書：567 頁）。
───────────────────［ひきち  やすひこ・和光大学現代人間学部現代社会学科准教授］
132 黒潮の遍歴者◎挽地康彦
